
ホームロイヤー契約（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

日本では、認知症等により判断能力が不十分な方に対する法的支援方法として、成年後見制度が有名です。

成年後見制度とは、家庭裁判所により選任された成年後見人等が、判断能力の不十分な方の財産を管理する制度ですが、万能ではありませ
ん。
成年後見制度に対する批判として、見ず知らずの成年後見人が自分の面倒をみる可能性があることが指摘されています。

成年後見の申立の段階で、成年後見人の候補者を用意する方法もありますが、親族間の対立が激しい事案や紛争が存在する事案では、用意
した候補者が選任されない場合があります。

自分の信じる人に面倒をみてほしいというニーズは多く、このようなニーズに対応する方法として、近年は、ホームロイヤー契約（見守り
契約、財産管理契約、任意後見契約等）が注目を集めています。
ホームロイヤー契約を利用すれば、自分の判断能力が衰えた時に、自分が信頼している方に自分の面倒もみてもらうことができます。

しかし、ホームロイヤー契約は判断能力が衰えてからでは利用できないため、元気なうちに契約をする必要があります。
保険の相談のように、将来の事態に備えて、一度、弁護士に相談してみてはいかがでしょうか。

埼玉消費者被害をなくす会（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

個人消費者と事業者との契約に際しては、時に、契約書や規約に不当な条項が書かれていたり、事実に反するような勧誘が行われたり、事
業者のホームページ等に事実と異なる広告が表示されている場合があります。
このような場合に、他の消費者も含めて根本的な解決のためには、契約や規約の不当条項を修正させたり、事実と異なる広告表示を修正さ
せることが重要です。

そこで、事業者の契約書・規約の不当条項や事実に反するホームページ等の利用を禁止する訴訟を起こす権限が適格消費者団体に与えられ
ています。
埼玉県には埼玉消費者被害をなくす会という定格消費者団体があり、この度、この適格消費者団体に参加することになりました。
事実と異なる広告や不当な契約書の条項に泣き寝入りした方は多いと思いますが、適格消費者団体は、今後の消費者被害の発生を防止し、
泣き寝入りする方が少なく役割を果たします。
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不当な契約書の条項や事実と異なる広告により泣き寝入りする方が少なくなるように。
これからも埼玉消費者被害をなくす会の活動を支えていきたいと思います。

成年後見についての法改正（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

認知症等により判断能力が十分でない方に代わって財産管理をする成年後年人という方が選任されることがあります。
成年後見人は家庭裁判所で選任されますが、この成年後見人や財産を管理される成年被後見人に関して今年の４月に法律が改正されました。

改正された法律の内容の１つは、成年後見人が、家庭裁判所の許可を得て、成年後見業務に必要な範囲で、財産を管理される成年被後見人
の方宛ての郵便物を成年後見人宛に配達してもらうことができるようになったことです。
また成年後見人が成年被後見人の方宛ての郵便物を開封することができるようにもなりました。

もう１つの改正内容は、成年被後見人の方が亡くなったときに、成年後見人が、必要があるときには、成年被後見人の方の相続財産の保存
に必要な行為や、債務の弁済ができるようになったことです。
さらに家庭裁判所の許可を得た場合には、ご遺体の火葬や埋葬に関する契約を締結することができるようになりました。

現在の日本は６５歳の方が人口の２１％以上を占める超高齢社会です。埼玉県内でも、成年被後見人のご家族の方が成年後見人に選任され
ることが少なくありません。
もし、成年後見業務についてご不明な点がございましたら、お気軽にご相談下さい。

リース被害研究会＠福井（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

去る１１月２１日に福井弁護士会館にてリース被害研究会が開催されました。

そもそも悪質リース被害とは、典型的には、複合機や電話機等のリースを受けていた事業主のもとに、販売業者が訪れ、「従前のリース料
よりも安くなる。」等と言い新たなリース契約へ勧誘しリース契約を締結させるが、実はリース料は従前のリース契約のリース料よりも高
額になっているという被害等を言います。
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このような被害の結果、事業の継続が困難となる方も少なくなく、被害救済が必要とされています。
そこで、各地の弁護士が集まって被害救済の実務研究を重ねており、これがリース被害研究会です。

福井の研究会では、リース会社の請求を棄却した裁判例の報告、裁判での主張・立証方法の組み立て方等、実践的な議論が交わされました。
裁判や交渉で出役立つ理論的な情報も多く、充実した研究会でした。

今後もリース被害の撲滅を目指し、研鑽を重ねたいと思います。

詐欺についての雑感（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

連日、テレビや新聞で何千万円も騙し取られたというニュースを見聞きしますが、私も毎年、多くの詐欺被害の相談をお聞きしております。

相談の詐欺の内容は、未公開株、社債、ＦＸ自動売買ソフト、ファンド、ＣＯ２排出権、インターネットサイトを利用した詐欺、架空請求
など無数にあります。

未公開株等を高値で買い取らせてほしいと電話してくる第三者が現れるもの、詐欺の被害を回復するための費用としてさらに金銭を騙し取
るもの、必ず年間○％の配当がある、絶対損はしないと説明するもの等は典型的な詐欺の手口です。お心あたりはないでしょうか。

詐欺被害に対して最も大切なのは、都合の良い話を疑うことです。疑ってお金を払わなければ被害はありません。
とはいえ、詐欺業者はパンフレットを用いた言葉巧みな説明で信じてしまう場合もあります。

そこで、次に大切なのは、お金を支払った後でも、怪しいと思ったらすぐに弁護士に相談することです。

詐欺被害の事案では、詐欺業者に逃げられる前に対処するのが重要です。
詐欺業者は、多くの人から騙し取った後に行方をくらませることが少なくありません。
詐欺業者の言うとおりに配当がされているとしても、その配当は逃げる時間を稼ぐ手段の場合があります。

都合の良い話や怪しいと感じたら、いつでもご相談下さい。
初回相談料は無料ですし、ご相談していただくことで詐欺被害を防止できたらと思います。
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むちうち症（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

寒さの厳しさが増すこの時期に辛いのが、交通事故のむちうち症のお悩みです。

むちうち症については、後遺症に該当しない場合、後遺障害等級１４級に該当する場合、後遺障害等級１２級に該当する場合の３種類があ
ります。

後遺障害等級１４級のむちうち症は、後遺障害等級のなかで最も低い等級の後遺障です。
しかし、後遺障害等級１４級のむちうち症や、そもそも後遺障害等級に該当しないむちうち症が、軽い症状とはとても思えません。
むちうち症の方にお会いすると、切実に痛みを訴え、交通事故前の生活に戻りたいと思っている方ばかりです。

強い痛みを訴えるむちうち症の方から、保険会社を通じて後遺障害等級１４級の認定しかならなかった、納得できないとお聞きする相談は
多く寄せられます。
むちうち症の後遺障害等級を繰り上げるのは簡単ではありませんが、弁護士がお力になれることもあります。

本年も、保険会社を通じてむち打ちについて後遺障害等級１４級との認定を受けた方について、異議を申し立てて、後遺障害等級１２級と
認められたケースがありました。
いずれも厳しいケースと知りながら、依頼者の皆様とあきらめずに努力をした結果です。
保険会社からの賠償金額は何倍にも増え、その後の生活の支えになったと思います。

もし、交通事故の怪我でお悩みでしたら、一度、弁護士に話してみたらいかがでしょうか。お力になれるかもしれません。

出会い系サイト被害全国一斉提訴（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

携帯電話に，８００万円あげますというようなメールが届いたことはありませんか。
これが出会い系詐欺の始まりです。

去る平成２５年６月２４日，全国で出会い系サイト詐欺の一斉提訴を行いました。
今回の全国一斉提訴は，全国の弁護士で連携を取って，２９件の裁判を起こしました。

そもそも出会い系サイト詐欺とは，悩みを聞いてくれたら８００万円あげますと訴え，悩みを聞いてもらうために連絡先を交換してほしい
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と持ちかけ，連絡先交換費用等と称して金銭を詐取する手口が常套手段です。

このような詐欺の手口について，「普通の人は騙されない。」「なんで騙されるの。」という声を聞くことがあります。

しかし，誰もが，いつも冷静な判断を出来るわけではありません。お金が必要で，藁にもすがる思いでメールをしてしまった人もいらっしゃ
います。
大学生から８０歳近い方まで幅広い年代の方が詐欺被害の相談に訪れる現実は，多くの方が騙されかねないことを表しています。
途中でやめようとしても，サイト運営業者は，費用を支払わないなら法的手続きを取ると脅してきます。数百万円支払ってしまった人も少
なくありません。

実際，今年６月中旬に逮捕された出会い系サイト業者グループは３７万人から１１６億円以上を詐取していたと言われています。
イメージは小さな被害ですが，実態は巨額の被害を生む詐欺グループに他なりません。
６月１９日には東京高等裁判所は判決で，サイト業者に詐欺の責任を全面的に認めました。今回の全国一斉提訴は，これらの流れに続く裁
判です。当事務所も出会い系詐欺業者グループを一網打尽にする裁判を起こしました。

悪いのは騙した者です。返してもらうのは当然です。詐欺被害撲滅を目指し頑張りたいと思います。

誰かがみてくれている（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

弁護士になる際の研修で、講師の弁護士にそう言われて３年目になりました。
「誰かがみてくれている」というのは、これから弁護士として働いて辛いことがあるだろうが、いつか、誰かが分かってくれるから必死に
頑張りなさいという話でした。
その当時は、その言葉の意味が十分に理解できていませんでした。
弁護士になってからは、交通事故、相続、離婚、刑事事件、債務整理、売掛金回収、出会い系詐欺被害、労働事件などを取り扱ってきまし
た。
事件の種類を問わず、ご依頼者の方の代わりに相手方から怒鳴られることもあります。ご依頼者の方の希望に沿う結果になるように、裁判
の準備をして眠れないことも少なくありません。胃がキリキリすることにも慣れました。

しかし、そんな事件も解決する時に、ご依頼者の方から「先生、そこまでやってくれるなんてもう十分です。その気持ちが嬉しいです。」
と声をかけていただいたり、「先生に頼んで安心できました。本当にありがとうございます。」と仰っていただくと疲れも吹き飛びます。
本当に弁護士をしていてよかったと思います。
ご依頼者の方からの感謝の言葉は何にも代えられない勲章ですが、感謝されない時もあります。当然ですが、感謝されなくてもご依頼者の
方のために何ができるかを考え続けます。負け筋の事件では苦労が報われないこともありますが、頑張るほかありません。そんな時に誰か

https://saitamasogo.jp/archives/31770


がみてくれているはずだと思うことがあります。
当事務所は今年で設立４０周年を迎えます。

多くの方が当事務所をみていてくれたからこその４０年目と思います。

支え（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

この写真は、私が弁護士を目指して勉強をしていた頃の写真です。

左側の浴衣を着ているのが私です。目はうつろ、髪はボサボサで、いかにも受験生です。
右側の大仏の仮面をかぶった方は、今は埼玉の弁護士の方です。受験勉強中にこの写真の飲み会で１度会っただけなのですが、数年後偶然
再会した時に覚えていてくれて、この方のアドバイスがあって私は当事務所で働くことになりました。

ですので、僕の恩人です。こういう縁がなかったら、今頃どこで何をしていたのかな、と感謝しています。恩人をこんな写真で紹介すると
感謝していないように思われそうですが。

写真を撮った頃は早く司法試験に合格して弁護士になりたいと思っていましたが、今は弁護士になる前に司法試験に落ちていて良かったと
思うこともあります。

当時は、お金もなければ仕事もないのに司法試験にも落ちてしまって、将来の生活を考えて司法試験を辞めようか、就職しようかと考えて
いました。

支えてくれた人がいたから弁護士になれたのは間違いありません。
不安もありましたが、その分、家族や友人などの支えが身に染みました。そう思うと支えてくれる人に恩返ししないといけないなと思いま
す。試験に落ちたことで得たものは少なくありません。
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ふと考えてみると、今でもいろいろな方に支えられています。当事務所を懇意にして下さる顧問先の方々には、いつも助けられています。
依頼者の方々から、「ありがとうございます」と仰っていただくと、また仕事を頑張ろうとやる気をいただいております。事件の解決のた
めには他の弁護士や事務員の協力は不可欠です。

恩返しの意味も含めて、もっと支えになれるように頑張ろうと思います。

ご高齢の方の法律相談（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

　埼玉総合法律事務所では、月曜日から土曜日まで、事務所で法律相談を行っています。

　相談内容としては、相続や借金の相談、売掛金の回収、会社の倒産、離婚、交通事故など、さまざまな相談が寄せられています。
このような事務所での法律相談ではなく，ご高齢の方や障害をお持ちの方を対象とした法律相談会が，久喜総合文化会館にて行われました。

　この法律相談会は、埼葛北地区地域自立支援協議会との名称で、市と弁護士などの協力でご高齢の方や障害をお持ちの方に安心して生活
してもらうために行われました。

　法律相談会では、ご高齢の方や障害をお持ちの方のご家族がお見えになり、ご高齢の方の介護をしているが、今後いつまで面倒を看られ
るかわからない、どうしたらいいのだろうかという相談が寄せられました。

　このような相談においては、第三者が本人の定期的な収入を把握し、その収入のなかで生活を支援する方法を検討します。具体的には、
ご高齢の方の判断能力が十分でなければ、成年後見人を選任して、ご高齢の方の財産を適切に管理することも必要になります。生活の面で
は、ご家族で介護できないようであれば、施設との間で入所契約を締結することも考えなければなりません。

　介護される人は他人でない家族ですが、介護する人にもそれぞれの生活があります。そのため、家族の介護を続けることも、介護を他人
に任せることも大変な決断ではないかと思います。

　ただ、市や弁護士も力になれるかもしれません。家族だけの辛さを地域全体で分け合うことを一緒に考えてみませんか。
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